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2004年の秋に『松居一代の超
スーパー

おそうじ術』を出版して以

来、『整理・収納術』、『お料理術』と3冊のシリーズを執筆しま

した。おかげさまで今でも多くの皆さんにご愛読いただいて

います。この3冊の本を執筆したのは１人でも多くの方にお掃

除やお料理をして幸せになってくださいねというメッセージを

伝えたかったからです。本のコンセプトはテレビドラマ『奥さ

まは魔女』。皆さんがコツをつかんでお掃除やお料理をエン

ジョイし、家庭にマジックのように運気を呼び込んで幸せにな

っていただきたいという気持ちから書き上げました。

3冊の本を作る上で重要視したことは、女性が片手で持て

る重さという点です。紙というのは紙質によって全然重さが違

います。そこで、皆さんが本を片手に作業ができるような重さ

の紙を選んであります。3冊とも同じページ数、同じ重さ、同

じ定価ですが、紙質はそれぞれ違います。最初の掃除の本は

コスト的に適正価格の紙を使っています。この本がベストセラ

ーになって、2冊目は皆さんに感謝の気持ちを込めて、値段

的にも紙質的にもよりよいものにしてあります。そして、3冊

目は料理の本ですから写真がもっとクリアーになるよ

うにさらにグレードアップしています。紙を秤
はかり

の上に載

せて、皆さんに片手で愛読していただけることを夢見ながら

紙質を選びました。

本もそうですが、私は年間700通ぐらいの手紙を書きます

から紙にはすごくお世話になっています。使っている便箋は私

の郷里で作っている葦を原料としたものです。非常に墨の吸

収がいいんです。毛筆文字は同じ腕であっても上手く見える

紙と、そうでない紙があって、私はとにかく上手く見える紙を

厳選しています（笑）。限りある資源と自然環境を大事にしな

いといけませんから、失敗はゆるされません。だから一筆入

魂です。今はメールなどで簡単にコミュニケーションができる

時代ですから、毛筆の手紙というものは重く見ていただける

ので信頼関係ができるんですね。だから、ほんとうに紙には

感謝しています。

環境・社会コミュニケーション誌 
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私
た
ち
は「
紙
」と「
森
」を
作
っ
て
い
ま
す
。

紙
作
り
に
は
木
材
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
考
え
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
使
う
木
は
自
分
た
ち
で
育
て
よ
う
。
畑
で

作
物
を
育
て
収
穫
す
る
よ
う
に
、
植
林
し
て
木
を
育
て
収
穫
し
よ
う
と
。
植
え
て
育
て
、
成
長
し
た
ら
収
穫
し
、
再
び
育
て

る
…
。
そ
の
サ
イ
ク
ル
は
10
年
。
そ
し
て
海
外
植
林
面
積
は
今
や
16
万
ヘ
ク
タ
ー
ル（
ha
）に
達
し
ま
し
た
。
限
り
あ
る
資
源
を

再
生
可
能
な
方
法
で
利
用
す
る
。
私
た
ち
は
「
紙
」
と
「
森
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
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環境・社会コミュニケーション誌「紙季折々」を創刊しました。
創刊第1号では、私たちと関わりの深い森林環境をテーマにお届けしました。森は私たちにとってかけ

がえのないものであり、その森林が失われていくのは残念でなりません。その一方で木は本文でも紹介し
た通り、多くの鉱物などの有限な資源とは違い、伐採した後も光合成により再生する無限の可能性を秘
めた自然の恵みなのです。私たちはこの貴重な資源を有効に利用し、紙作りを行っています。
次号以降もいろいろなテーマを取り上げて、当社の取り組みを紹介していきます。私たちはより良い経

営を行うため、皆さまに当社の取り組みを知ってもらった上で、そのご意見を経営に反映させていく必要
があると考えています。ぜひご意見･ご感想、そしてご要望などをお聞かせください。

取締役CSR担当　長谷川　昇

CSR担当役員からの挨拶

松居一代さん（女優・エッセイスト）

お問い合わせ先

年間700通ぐらい書く
という毛筆の手紙。便
箋は松居さんの郷里
で作られている葦を原
料としたもの。

の話 の話 紙 
まつい　かずよ

1957年滋賀県生まれ。テレビ・映画などで活躍中。
また、処女作『隆一の凄絶アトピー日記』（主婦の
友社）の出版を機に“元気配達人”として全国各地
で講演活動を行う。現在は芸能界一の“お掃除名
人”としても活躍。

PROFILE

グリーン・プロポーション

「紙季折々」では、紙作りを中心に幅広い事業展開をしている日本製紙グループの環境や社会に対する取り組みを、春・夏・秋・冬の四
半期ごとに紹介していく予定です。
創刊にあたり、『マツイ棒』や『マツイぞうきん』などのお掃除グッズを日本製紙クレシア（株）と共同開発していただいた松居一代さ

んにお話をうかがいました。お会いした松居さんはとても情熱的で行動的な方でした。ご自身の著作は読者が掃除をしたくなるように、
『マツイ棒』の開発に当たっては利用する人が使いやすい形での商品化を望んでいました。周りの人が少しでも掃除好きになってくれ
ればというその思い、そして有り余るほどの松居さんのパワーを感じた私も家に帰り、早速掃除をしてみました。（ササマ）

編
集
後
記

私にとって紙質はとても大事なことなんです。
今や世の中は空前の掃除ブーム。その端緒を開き、先

せん

鞭
べん

をつけたのは松居一代さん。芸能界一の“お掃除名人”
として注目を浴び、また筆忠

ま

実
め

としても知られる松居さんに、
紙に対するこだわりを語っていただきました。



森
の
恵
み

巨
大
な
モ
ア
イ
像
で
知
ら
れ
る
古
代
イ
ー
ス
タ
ー
島
。
20
ト

ン
に
及
ぶ
モ
ア
イ
像
を
作
っ
た
こ
の
文
明
が
、
森
の
消
滅
に
よ

り
滅
ん
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
孤
島
、

外
部
か
ら
の
侵
入
者
に
守
ら
れ
た
こ
の
島
で
は
人
口
が
徐
々
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
増
え
す
ぎ
た
人
口
を
賄
う
た
め
森

は
開
墾
さ
れ
、
さ
ら
に
何
百
体
と
作
ら
れ
た
モ
ア
イ
像
を
運
ぶ

た
め
に
木
は
伐
ら
れ
、
次
第
に
森
は
消
滅
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

森
の
消
失
は
何
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
ま
ず
土

壌
が
荒
廃
し
、
農
作
物
の
収
穫
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
船
を
作
る
木
材
不
足
か
ら
漁
も
ま
ま
な
ら
ず
、
食
料
不
足
が

深
刻
化
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
部
族
間
の
争
い
が
起
こ
り
、

文
明
が
崩
壊
し
た
の
で
す
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
資
源
と
し
て
の
森
林
の
重
要
性
を
語
る

と
と
も
に
、
土
壌
の
保
全
に
森
林
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
森
林
は
地
球
温
暖
化
の
主

因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素
を
排
出

し
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
以
前
に
も
増
し
て

そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

森
林
破
壊
の
真
実
と
は

豊
か
な
自
然
の
象
徴
、
緑
の
森
。
陸
地
の
約
３
分
の
１
（
約

40
億
ha
）（
※
１
）
は
こ
の
森
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
聞
く

と
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
森
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
九
州
２
つ
分
（
九
州

全
体
は
約
３
７
０
万
ha
）
に
相
当
す
る
森
林
が
毎
年
地
球
上
か

ら
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
す
（
年
間
７
３
０
万
ha
、
全
森
林
中

の
０
・
１
８
％
）（
※
２
）。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

図
１
「
世
界
の
森
林
面
積
の
変
化
」
を
見
て
も
ら
う
と
、
赤

色
の
部
分
は
森
林
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
地
域
で
す
が
、
ア

フ
リ
カ
、
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、
主
に
赤
道
を
中
心
と
し

た
熱
帯
地
方
で
森
林
の
減
少
が
激
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

近
年
の
調
査
に
よ
り
、
森
が
失
わ
れ
て
い
く
主
な
原
因
は
、
農

地
を
作
っ
た
り
、
薪ま

き

や
炭
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
木
を
伐
る

こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
紙
作
り
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
現
在
日
本
の

紙
の
生
産
量
の
う
ち
、
古
紙
が
原
材
料
に
占
め
る
割
合
が
何
％

か
ご
存
知
で
す
か
？
　
正
解
は
60
％
。
実
は
紙
作
り
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
優
等
生
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
木
材
に
由
来
し

て
い
る
の
は
残
り
の
40
％
。
こ
の
木
材
に
つ
い
て
も
森
林
を
破

壊
し
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
た
原
材
料
調
達
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
紙
を
使
う
こ
と
が
森
林
を
破
壊
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
で
す
。

※
１
　
２
０
０
５
年
「
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ
る
世
界
森
林
資
源
調
査

報
告
」
よ
り
。

※
２
　
２
０
０
０
〜
２
０
０
５
年
の
平
均
。

自
然
環
境
と
共
生
す
る

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
の
紙
作
り

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
が
海
外
か
ら
調
達
す
る
木
材
が
森
林
破

壊
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

木
は
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
（
※
３
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
現
在
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
が
輸
入
す
る
木
材
チ
ッ
プ
の

85
％
以
上
は
広
葉
樹
で
、
残
り
が
針
葉
樹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
で
は
、
大
き
な
割
合
を
占
め
る
広

葉
樹
チ
ッ
プ
に
関
し
て
、
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
２

０
０
８
年
ま
で
に
全
て
の
輸
入
広
葉
樹
チ
ッ
プ
を
森
林
認
証
材

ま
た
は
植
林
木
に
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
森
林
認
証
材
と

は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
で
す
。
つ

ま
り
、
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
の
使
う
輸
入
広
葉
樹
チ
ッ
プ
が
生

ま
れ
た
森
は
、
１
０
０
％
ま
た
森
に
戻
る
の
で
す
。
ま
た
、
針

葉
樹
チ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、
約
７
割
が
家
具
や
家
を
作
る
た
め

に
使
わ
れ
る
木
の
切
れ
端
な
ど
で
、
丸
太
が
使
用
さ
れ
る
場
合

も
、
製
材
に
利
用
で
き
な
い
細
い
も
の
や
曲
が
っ
て
い
る
も
の

な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
、
地
球
環
境
と
の
共
生
に
最
大
限

配
慮
し
、
森
林
破
壊
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
原
材
料
の

調
達
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

※
３
　
針
葉
樹：

松
や
杉
な
ど
、
細
い
葉
が
特
徴
。

広
葉
樹：

針
葉
樹
よ
り
は
幅
の
広
い
葉
が
特
徴
。
紙
の
原
料
で
は

ユ
ー
カ
リ
な
ど
。

再
生
可
能
＝
持
続
可
能
な
森
を
作
る

「
ト
ゥ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
構
想
」

畑
で
作
物
を
育
て
る
よ
う
に
木
を
育
て
る
。
持
続
可

能
な
管
理
を
施
さ
れ
て
い
る
森
林
か
ら
木
材
を
調
達
す
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
森
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
原
材
料
を
調

達
す
る
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
を
「
ト
ゥ
リ
ー
フ

ァ
ー
ム
構
想
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
木
の
畑
で
す
。

図1：世界の森林面積の変化（2000～2005）

■年間0.5％以上減少している地域

■年間0.5％以上増加している地域

■年間変動率が－0.5～0.5％の地域

西豪州（オーストラリア）の植林地

出典：FAO Forestry  Paper 147   Global Forest Resources Assessment 2005   P.21 FIGURE 2.7

多
く
の
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
な
く
な
り
ま
す
が
、
木
は
光

合
成
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
な
が
ら
成
長
し
、
何
度
も

再
生
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
図
２
）。
そ
こ
で
日
本
製
紙
グ
ル

ー
プ
は
「
２
０
０
８
年
ま
で
に
10
万
ha
（
東
京
23
区
の
約
１
・
６

倍
）
の
海
外
植
林
を
行
う
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

１
９
９
２
年
に
チ
リ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
海
外
植
林
事
業
は
、

南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
広
が
り
を
見
せ
、
つ
い

に
昨
年
９
月
、
植
林
面
積
10
万
ha
を
達
成
。
当
初
の
目
標
期
限

を
２
年
も
早
め
た
の
で
す
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
で
は
、
さ
ら

な
る
目
標
と
し
て
２
０
１
５
年
に
海
外
植
林
面
積
を
20
万
ha
と

す
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
植
林
地

６
・
２
万
ha
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
面
積
は
16
万
ha
を
超
え
ま
し

た
。
再
生
可
能
＝
持
続
可
能
な
森
作
り
「
ト
ゥ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

構
想
」
は
確
実
な
成
果
と
し
て
現
れ
て
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
森
作
り

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
が
植
林
を
行
っ
て
い
る
場
所
は
、
牧
草

地
や
農
場
、
あ
る
い
は
牧
場
跡
地
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場
所
で
植
林
を
行
う
と
、
植
林
以
前
よ
り
も
多
く
の

二
酸
化
炭
素
が
そ
の
森
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ

は
、
２
０
０
８
年
ま
で
に
国
内
外
の
す
べ
て
の
自
社
植
林
地
で

森
林
認
証
の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
森
林
認
証
」（
※
４
）

と
は
、「
持
続
的
な
森
林
経
営
」（
つ
ま
り
、
社
会
・
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
森
林
を
維
持
・
管
理
し
て
い
く
こ
と
）

を
第
三
者
の
目
で
客
観
的
に
評
価
し
て
も
ら
い
、
認
証
を
受
け

る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
、
森
林
認
証

制
度
を
有
効
に
活
用
し
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
客
観
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
す
。

※
４
　
代
表
的
な
森
林
認
証
制
度
に
は
、
日
本
で
知
名
度
の
高
い
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、
世
界
の
認

証
の
約
７
割
を
占
め
最
も
普
及
し
て
い
る
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
、
国
内
独
自
の
認
証
で
あ

る
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q1 日本製紙グループが管理する森林の面積は？

①約10万ha（東京23区の約1.6倍）

②約19万ha（大阪府の面積）③約26万ha（東京都の約1.2倍）

Q2 日本製紙グループが管理する森林に生える木の本数は？

① 1,000万本　② 5,000万本　③ 2億本以上

A 世界で5番目に面積の大きな国、ブラジル。国名は樹木のブラジルボクに由

来するほど木材に関わり合いの深いこの国で、2006年12月、日本製紙（株）は

丸紅（株）とともに植林・チップ生産、バイオマス燃料輸出事業をIP社のブラジル

現地法人より買収しました（※）。この時点で海外の植林面積は16.6万haに達し

ましたが、日本製紙グループでは国内にも9万haの社有林を保有しており、その

トータルは25.6万ha（東京都の約1.2倍）となります。

一般的に海外植林地では1ha当たり約1,000本の木が植えられており、

全ての森林面積に1,000本の木が生えていると仮定すると、その数は

2億6,000万本となります。日本製紙グループの従業員数は約１万

3,000人。一人当たり約2万本となります。環境貢献への責

務と使命を改めて実感する数値です。

※ 詳しくはホームページにて
http://www.np-g.com/news/

日本製紙グループの 
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図2：植林のサイクル
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本誌は日本製紙（株）の省資源紙アルティマックスを使用しています。
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2004年の秋に『松居一代の超
スーパー

おそうじ術』を出版して以

来、『整理・収納術』、『お料理術』と3冊のシリーズを執筆しま

した。おかげさまで今でも多くの皆さんにご愛読いただいて

います。この3冊の本を執筆したのは１人でも多くの方にお掃

除やお料理をして幸せになってくださいねというメッセージを

伝えたかったからです。本のコンセプトはテレビドラマ『奥さ

まは魔女』。皆さんがコツをつかんでお掃除やお料理をエン

ジョイし、家庭にマジックのように運気を呼び込んで幸せにな

っていただきたいという気持ちから書き上げました。

3冊の本を作る上で重要視したことは、女性が片手で持て

る重さという点です。紙というのは紙質によって全然重さが違

います。そこで、皆さんが本を片手に作業ができるような重さ

の紙を選んであります。3冊とも同じページ数、同じ重さ、同

じ定価ですが、紙質はそれぞれ違います。最初の掃除の本は

コスト的に適正価格の紙を使っています。この本がベストセラ

ーになって、2冊目は皆さんに感謝の気持ちを込めて、値段

的にも紙質的にもよりよいものにしてあります。そして、3冊

目は料理の本ですから写真がもっとクリアーになるよ

うにさらにグレードアップしています。紙を秤
はかり

の上に載

せて、皆さんに片手で愛読していただけることを夢見ながら

紙質を選びました。

本もそうですが、私は年間700通ぐらいの手紙を書きます

から紙にはすごくお世話になっています。使っている便箋は私

の郷里で作っている葦を原料としたものです。非常に墨の吸

収がいいんです。毛筆文字は同じ腕であっても上手く見える

紙と、そうでない紙があって、私はとにかく上手く見える紙を

厳選しています（笑）。限りある資源と自然環境を大事にしな

いといけませんから、失敗はゆるされません。だから一筆入

魂です。今はメールなどで簡単にコミュニケーションができる

時代ですから、毛筆の手紙というものは重く見ていただける

ので信頼関係ができるんですね。だから、ほんとうに紙には

感謝しています。

環境・社会コミュニケーション誌 
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私
た
ち
は「
紙
」と「
森
」を
作
っ
て
い
ま
す
。

紙
作
り
に
は
木
材
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
考
え
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
使
う
木
は
自
分
た
ち
で
育
て
よ
う
。
畑
で

作
物
を
育
て
収
穫
す
る
よ
う
に
、
植
林
し
て
木
を
育
て
収
穫
し
よ
う
と
。
植
え
て
育
て
、
成
長
し
た
ら
収
穫
し
、
再
び
育
て

る
…
。
そ
の
サ
イ
ク
ル
は
10
年
。
そ
し
て
海
外
植
林
面
積
は
今
や
16
万
ヘ
ク
タ
ー
ル（
ha
）に
達
し
ま
し
た
。
限
り
あ
る
資
源
を

再
生
可
能
な
方
法
で
利
用
す
る
。
私
た
ち
は
「
紙
」
と
「
森
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

会社名 株式会社日本製紙グループ本社 CSR室
本　社 〒100-0006 東京都千代田区有楽町1-12-1（新有楽町ビル）

TEL: 03-3218-9321 FAX: 03-3216-1366 E-mail: env@np-g.co.jp 
ホームページ http://www.np-g.com/inquire/（お問い合わせ）

http://www.np-g.com/appliform/（資料請求）
※当社では、環境と社会への取り組みをまとめたサステナビリティ・レポートを発行しています。ご希望
の方はホームページ（資料請求）より、またご不明な場合にはお電話にてお問い合わせください。

環境・社会コミュニケーション誌「紙季折々」を創刊しました。
創刊第1号では、私たちと関わりの深い森林環境をテーマにお届けしました。森は私たちにとってかけ

がえのないものであり、その森林が失われていくのは残念でなりません。その一方で木は本文でも紹介し
た通り、多くの鉱物などの有限な資源とは違い、伐採した後も光合成により再生する無限の可能性を秘
めた自然の恵みなのです。私たちはこの貴重な資源を有効に利用し、紙作りを行っています。
次号以降もいろいろなテーマを取り上げて、当社の取り組みを紹介していきます。私たちはより良い経

営を行うため、皆さまに当社の取り組みを知ってもらった上で、そのご意見を経営に反映させていく必要
があると考えています。ぜひご意見･ご感想、そしてご要望などをお聞かせください。

取締役CSR担当　長谷川　昇

CSR担当役員からの挨拶

松居一代さん（女優・エッセイスト）

お問い合わせ先

年間700通ぐらい書く
という毛筆の手紙。便
箋は松居さんの郷里
で作られている葦を原
料としたもの。

の話 の話 紙 
まつい　かずよ

1957年滋賀県生まれ。テレビ・映画などで活躍中。
また、処女作『隆一の凄絶アトピー日記』（主婦の
友社）の出版を機に“元気配達人”として全国各地
で講演活動を行う。現在は芸能界一の“お掃除名
人”としても活躍。

PROFILE

グリーン・プロポーション

「紙季折々」では、紙作りを中心に幅広い事業展開をしている日本製紙グループの環境や社会に対する取り組みを、春・夏・秋・冬の四
半期ごとに紹介していく予定です。
創刊にあたり、『マツイ棒』や『マツイぞうきん』などのお掃除グッズを日本製紙クレシア（株）と共同開発していただいた松居一代さ

んにお話をうかがいました。お会いした松居さんはとても情熱的で行動的な方でした。ご自身の著作は読者が掃除をしたくなるように、
『マツイ棒』の開発に当たっては利用する人が使いやすい形での商品化を望んでいました。周りの人が少しでも掃除好きになってくれ
ればというその思い、そして有り余るほどの松居さんのパワーを感じた私も家に帰り、早速掃除をしてみました。（ササマ）

編
集
後
記

私にとって紙質はとても大事なことなんです。
今や世の中は空前の掃除ブーム。その端緒を開き、先

せん

鞭
べん

をつけたのは松居一代さん。芸能界一の“お掃除名人”
として注目を浴び、また筆忠

ま

実
め

としても知られる松居さんに、
紙に対するこだわりを語っていただきました。




